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令和８年７月１３日（月）１８：３０～２０：15 
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本年度第 2 回学校運営協議会を開催いたしました。今回は、「地域と学校がともに行動するコミュニティ・スク

ール」をテーマに、地域学校協働活動の具体的な取組について協議しました。 

また、当日は摂津市教育委員会事務局より学校教育課及び生涯学習課の担当者にもオブザーバーとしてご参

加いただき、行政の立場からも助言をいただきながら、学校・家庭・地域が連携した学校づくりについて活発な意

見交換を行いました。 

 

1. 学校の現状と目指す学校運営（校長より） 

今年度の学校運営協議会は「話し合う場」で終わるのではなく、「地域と学校がともに行動する組織」として活

動を進めていきたいとの考えが示されました。 

学校の現状として、多人数の学級など、教職員だけでは十分に目が届きにくい場面があることや、教職員不足

の影響により、子どもたち一人ひとりにより丁寧な支援を行うためには地域の力がこれまで以上に必要になってい

ることを共有しました。 

また、近年はスマートフォンやタブレット端末の利用開始年齢が低くなり、SNS によるトラブルやゲーム依存によ

る生活習慣の乱れなどが学校生活にも影響を及ぼしています。こうした課題は学校だけで解決できるものではな

く、家庭や地域と情報を共有しながら、地域全体で子どもたちを見守っていくことの大切さについて確認しました。 

 

2. 地域学校協働活動の具体的な取組について 

学校と地域が協力して進める取組について、次の 4つの柱を中心に協議しました。 

（１）味生小応援隊（ボランティア体制の整備） 

学校では、書道学習や家庭科の調理・裁縫実習、多人数学級での学習支援など、地域の方々の協力をお願い

したい場面が多くあります。 

こうしたニーズに応えられるよう、「味生小応援隊」として地域ボランティアを募集し、必要な時に無理なく参加し

ていただける仕組みづくりを進めていくことを確認しました。 

また、これまで利用していた連絡ツールに代わる新しいアプリについても協議しました。個人情報を扱わず、必

要な活動ごとに気軽に参加できる仕組みを目指し、まずは学校運営協議会委員による試験運用を行い、使いやす

さを検証していくこととなりました。 

必要な時に協力いただける方が無理なく参加できる仕組みを整えながら、地域の皆様とともに学校を支える輪

を広げていきます。 

（２）・地域人材バンクの整備 

地域には、農業やものづくり、スポーツ、文化活動など、さまざまな知識や経験を持った方がおられます。 

そうした地域の「人財」を学校が把握し、授業や学校行事、体験活動などで活躍していただけるよう、人材バン

クの整備について協議しました。 

教職員が異動しても地域とのつながりが途切れないよう、「誰が」「どのような協力ができるか」を見える化し、

継続的な地域連携につなげていくことを目指します。 

（３）放課後の居場所づくり 

放課後や長期休業中に、子どもたちが安心して過ごせる居場所づくりについて協議しました。 

生涯学習課からは、夏休み期間中に公民館で自習室を開設する取組について紹介があり、安全面にも十分配

慮しながら実施していることが説明されました。 

学校としても、子どもたちの居場所づくりは地域とともに考えていく大切な課題であり、今後も関係機関と連携しな



がら検討を進めていきます。 

（４）子どもの願いを応援する仕組みづくり 

子どもたちの声を学校づくりに生かすことも大切なテーマとして話し合いました。 

子どもたち自身が学校生活の中で感じたことや改善したいことを発信し、それを学校や地域が受け止め、実現

につなげていくことも大切な取組です。 

子どもたちが「自分たちの声で学校をより良くすることができる」という経験を積み重ねるこの大切さを共有し

ました。 

また、他校でクラウドファンディングを活用して教育環境の整備を進めた事例も紹介され、地域の力を学校づく

りに生かす新たな可能性についても話題となりました。 

 

3. 地域とのつながりを深める新たなアイデア 

委員からは、地域の見守り活動をされている方々の顔や名前を子どもたちに知ってもらうため、「地域人材トレ

ーディングカード」のような仕組みができないか提案されました。また、近隣の大学と連携し、大学生ボランティアに

よる学習支援や学校行事への協力などについても意見が出されました。 

「顔の見える関係づくり」が、子どもたちの安心感や地域とのつながりを深めることに影響するという認識を共

有しました。 

 

4. 地域と学校がともに取り組むコミュニティ・スクールへ 

オブザーバーとして参加いただいた学校教育課及び生涯学習課からは、コミュニティ・スクールは「学校を地域

が手伝う仕組み」ではなく、「学校と地域がともに当事者となって子どもを育てる仕組み」であることが重要である

との助言をいただきました。 

また、自治会加入率の低下など地域を取り巻く環境が変化する中でも、学校を核として新しい地域のつながり

を生み出し、小さな取組を積み重ねながら、地域全体で子どもたちを育てる文化を築いていくことがコミュニティ・

スクールの大切な役割であるとのお話がありました。 

学校運営協議会においても、一つひとつの活動を「誰かがやる」のではなく、「自分たちが地域の子どもたちの

ためにできること」として考え、主体的に関わっていくことの大切さを改めて確認しました。 

 

5. 今年度の具体的なアクション 

協議の結果、今年度は次の取組を重点的に進めていくこととなりました。 

・９月１８日に開催予定の「あじふ小ファンクラブ手持ち花火大会」を、学校だけでなく学校運営協議会が主体とな 

り、自治会や老人会など地域の様々な団体とも連携しながら実施し、多世代が交流できる地域行事として育てて 

いくこと。 

・地域ボランティア募集のための新しい連絡アプリを試験運用し、より参加しやすい仕組みづくりを進めること。 

・ホームページや公式 note、学校だよりなどを活用し、学校の教育活動や地域との取組を積極的に発信し、「学 

校のファン」を増やしていくこと。 

 

 

今回の学校運営協議会では、学校・地域・行政がそれぞれの立場から「子どもたちのために何ができるか」を真

剣に考える時間となりました。 

最後に、「背伸びをしすぎず、小さな成功を積み重ねていこう」という思いを参加者全員で共有し、閉会しました。 

今後も、学校・家庭・地域・行政が力を合わせ、「あたたかい心とことばのあふれる学校」の実現に向けて取り組

んでまいります。 


